
　地域住民や来訪者（観光客）が気軽に立ち寄り、地域の情報などを得られる交流の場です。 

　「おもてなしの心をもつ人」がいて、誰もが借りられる「トイレと休憩の場」と「地域の情報」があり、

「共通の看板」を掲げれば、どこでも「まちの駅」になれます。 

※新たに施設などを整備する必要はありません。 
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・町には、春まつりや川まつり、リバーサイドカーニバルに代表される、地域資源を活用したイベントが
全町的な体制の下に開催されているが、今後は、さまざまなニーズを把握しながら、地域特性や季
節の移り変わりなどが楽しめる魅力あるイベントを展開していく。 
・イベントの実施については、住民による自主的、主体的な活動を促進し、イベントの企画から実施、運
営まで、地域住民が中心的な役割を果たし、行政がそれを支援する体制を作り上げていくこととし、
それにより、より一層町内の多くの人を引き寄せる原動力を築いていく。 

（１）歴史的、文化的財産や地域特性を活かした個性あるイベントの開催 
（２）木曽川とその周辺を活用したイベントの開催 

重点課題 

まちの駅　イメージ図 


